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被
災
地
と
我
々
を
結
ぶ
心
の
絆
と
し
て
、

力
強
い
花
を
咲
か
せ
よ

「
ひ
ま
わ
り
の
種
」
が
愛
東
中
に
届
く
！

５
月

‐Ｏ
Ｈ

（企
）
生
徒
総
会

の
最
後
に
、
生
徒
会
本
部

か
ら
Ｌ
記

の
よ
う
な

‐特
別
報
街
」
が
あ
り
ま
し
た
．
こ

の

一
ひ
ま
わ
り
の
種
」
を
本
校

に
サーーー
け

て
く
だ
さ

つ
た

の

は
、
北
坂
町
在
住

の
鉾
山
巳
之
助
さ
ん
で
す
．
昨
年

８
月

に
、
支
援
活
動

で

、気
仙
沼
・
に
出
向
か
れ
た
際
、
臨
害

ヽ

“
Ｆ

さ
ん
―■

・ぜ

ひ
け
校

の
受
束
中

に
届
け
た

い
．
」
と

い
う

強

い
思

い
を
抱

か
れ
ま
し
た
．
そ
し
て
、
今
‐‐‐―

，′・八
仙
沼
‘

の
方

々
の
思

い
の
詰

ま

っ
た

ひ
ま
わ

り

の
“
が
本
校

に

リーーー

い
た

の
で
す

ド

の
メ

ッ
セ
ー
ジ

は
、

沼

の
鹿
折

（
し
し
お
り
）

ッ
セ
ー
ジ

で
す
．

愛
束
中

の
生
徒

た
ち

―■
、

こ

の
ひ
ま

わ

り

の
研

を
彼

災

地

と
自

分

た

ち

を
結

ぶ

心

の
絆

と

し

て
育

て
よ

う

Ｌ

し

て
く

れ
ま

し
た
¨
み
ん
な

で

こ
の
メ

ッ
セ
ー

ジ

を
一
し

っ
か

り
Ｌ

受

け
止
め
た

い
と
思

い
●

し
た

～生徒総会「特別報告」～

生徒会本部よ り、みなさんにお知 らせがあ

ります。前方の スク リーンを ごらん くださ

い。これは、宮城県気仙沼市 (け せんぬま し)

で、東 日本大震災の大津波により陸に打ち上

げられた漁船の前で、盛 り上にまかれたひま

わ りの種が発芽 し、太陽に向か って力強 く咲

いている様子です。このひまわ りが生長 して

花を咲かせ、種子になったものが、このたび愛東中学校に届けられました。

地震によって全てを失われた現地の方が、塩害の上壌に植えられたひまわ

り。復興への力強い気持ちが形となり、「ひまわりの種」として、私たちの

愛東中学校に届けられたのです。

そこで、私たち生徒会は、このひまわりの種を、被災地と我々を結ぶ心

の絆として育て、愛東中学校に力強い花を咲かせたいと日しヽます。ぜひ、

全校みんなの力を合わせて、このひまわりを育てましょう !

気
仙
沼
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「我
が
子
の
よ
う
に
大
切
に
…
」

ひ

卜 よ

校 わ

卒 り

業 を

11デ F

υ)~〔

ノブ  [リ
か ノし

ら た
υ)女モ
メ 泊

∫1つ ′ヽ

山 て の

i千 ″t]支 υ)

1  0｀  1■   1

さ JJ k」褒
ん い り に
υ)1こ  ・1- ノリ
t, ||ズ  ミ́ 」it
と さ て く

大
津
波
の
被
災
地

フ気
仙
沼
‘
で
育

っ
た

鹿折 に育 った私 た ちが、 何

もな くな った実 家跡 にひ まわ

りの種 をま き、 我 が子 の よ う

に大切 に育 て ま した ,

本 当 に多 くの もの を失 つた

私 た ちです が、 失 わ なか った

もの、新 た に育 て て い け る も

の に気 づ か され た 1年 で し

わずかな種ですが、お手

元 で育 て て くだ さい。

～ 気仙 沼市 立鹿 折 中学 校

31回 生 よ り～



|

生

徒
有
志
に
よ
る
　
手
づ

＜
り

の

「
ひ
ま
わ
り
畑
」
が

完
成
！

3

全
校
生
徒

１
３
７
人
が

２
８
０
粒

の
種
ま
き
実
施
！

ひ
ま
わ
り
畑
が

で
き
た
場
所

は
、
も
と

は
山
砂

の
上

に
芝
生

が
生
え

て
い
た
や
せ
た
Ｌ
地

で

し
た
。

そ

の
や
せ
た
Ｌ
地

の
Ｌ

壌
を
改
良
す

る
た
め
に
、

そ

の

衣
卜
を
排

し
た
後
、

そ

の
―．
に

畑

の
Ｌ
を
盛
Ｌ

し
ま
し
た
．

こ

の
畑

の
Ｌ
は
、
地

九
の
建
設
業

者

の
方

に
お
順

い
を

し
て
、
ダ

ン
ブ

２
台
分
も

の
肥
え
た
畑

の

上
を
寄
付

し
て
い
た
だ

い
た
も

の
で
す
。

寄
付

い
た
だ

い
た
皆
さ
ま

の

ご
厚
意

に
深
く
感
謝

い
た
し
ま

す

．生
徒
会

で
は
、

こ
の
畑

の
Ｌ

を
聴
Ｌ
す

る

の
に
企
校
生
徒

に

協
力
依
頼
．

５
月
下
旬
、
朝

の

会

の
折
　
生
徒
会
役
員
が
各

ク

ラ

ス
に
赴
き
、
作
業

へ
の
参
加

協

力

の
呼

び

か

け

を

し

ま

し

た
。
当

日
の
昼
休

み
に
は
依
頼

に
応

え

た

３。
名

の
有

志

が

集

合

　

ス

コ
ッ
プ

で
Ｌ
を
　
輸
中

に
席
る
生
徒
、
　

輪
中

で
Ｌ
を

６
月
―．
句

の
昼
休

み
、
全
生

徒

１
３
７
人
が
、

２
、

３
粒
ず

つ
計

２
８
０
粒
を

　

つ

一
つ
て

い
ね

い
に
橋
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
指

で
穴
を
開
け
、
種

迎
ぶ
生
徒
な

ど
、

や

る
気

を
持

っ
て
集

ま

っ
た
有
志

の
手

で
無

事
盛

Ｌ
作
業

が
完

ｆ
し
、

温

か

い
思

い
の
詰

ま

っ
た

ひ
ま
わ

り

畑
が
完
成

し
ま
し
た

を
水
平

に
押

し
込
ん

で
卜
を

か

け
、

そ

の
卜

に
日
印
と

Ｈ
よ
け

の
た

め

に
靭
殻

を

か
ぶ

せ
、

た

っ
ぶ

り
と
水

を
や

り
ま

し
た
。

価
を
ま

い
て
か
ら

４
日
後

に
、

早
く
も

元
気
な
丼

が
出

て
き
ま

し
た
。

日

々
猛
暑

の
中
、

生
徒
有
志
が
、
草

収

り
や
水

や
り
を
続

け

た
結

果
、

８
月

７
日

に
開
化

し
、
今
過
ぎ

に
ひ
ま
わ

り
畑

は
満

開
と
な

り
、
見
事
な

花

を

咲

か

せ

ま

し

た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

被
災
地
ヘ
ー

今
後
、
生
徒
会
で
は
種
を

届
け
て
く
だ
さ

っ
た
気
仙
沼

の
人
た
ち
に
、
満
開

の
写
真

を
添
え
、
感
謝
と
激
励

の
手

紙
を
送
る
予
定
を
し
て
い
ま

す
。



10月 26日 (土 )
午後7時～

2夭ミ表『どこ竃鰭萎妻兵壽尋            愛東コミュニティセンター大ホール
午前9時30分～

マーガレットステーション

:il l

午 前 10時～ 11時30分
平 和 祈 念 館 (予定 )

‖月3日 (日・祝)

歴史請演会
※都』鴨 望ただ菅聖暫飛脇ます
ロ

愛東コミュニティセンター

‖月2日 (土 )

屋タトステージイベント

午前11時～午後3時

愛東コミュニティセンター前駐車場
太鼓・よさこい

厠4□ (目
0体

己ごしひろ瑕
ひきわιIさんの人形劇
楽しいものづくιlコー十―!

午前10時 00分～12時 00分
愛東図書館,コ ミュニティセンターロビー

グノヽ
〈
〓

イ
選

丁^
掃
胆

一
大

り

　

●″わ
承

・

ラ

リ

芸
外
盛

道
野

大

11月 1日 (金)～ ‖ 日 4日 (日・  )
文化まつιl作品展開催 (愛東コミュニティセンター)

■テ′ヨσ)まSEい ■0署妻
必ず割31券を切り取つてご持参ください

10:00～ 13:00

ごはん250g→ 300円
卜浦1口田部  をフレゼント!!

W!Ⅲ
卜購1ロロだ傷 をプレゼント!!

ヽ

まち協は地元の商店を応援 します |【 広告募集中 !】



コミュニティセンターは年末年始を臓いて目館 しています

19時 30分～21時 10分 (19時～受付)

愛東コミュニティセンター ホール

平成 25年 度

愛東地区人権・同和問題研修会
第1部  19130～ 20100 震東011学生0中学生の人権作文発表し優秀作文表彰

ん』について自分の思いを綴つてくれました。
どんな意見を発表してくれるのでしょう。
お聞きください。

第郷
"憫

州憫ぉ話 こ落 語 に よ る講 演

講 師 落 語 家 桂 坊 枝 氏

‐
皆様のご参11を

待ちじてll春す|



廣瀬先生の味のある板書も魅力のひとつです。

%/―″2

有
イ12

∫
`六

(ま

〔た

コ

き
方

す
。

た
だ廣

れ

て
い
ま也

す

ず
「

き

る

「ね ぞ うアー トの 本
寝ている間にHAPPY赤 ちゃん写真」

(小 出真朱と@wondernunothc/著  ぶんか社 )

い

11/4(月 ・休 )は 、図書館 で楽 しい催 しが あ ります 。

詳 しくは 4ペ ー ジを ご覧 くだ さい。

眸
師
　
ま
な
ざ
し
童
心
塾
　
廣
瀬
童
心
先
生

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ
ー

に
今
求

め
ら
れ

る

こ
と

は
、

「
人
生

の

７ヽ
校

」
と

し

て
生

を

見

つ
め
な

お

し
　

、
生
き

る

こ
と

の
意
義

を

見

つ
け

る
場

と

し

て

の
役
割

で

少

し
円

い
計
座

で
す

の
で
心

配

し
ま

し
た
が
、

二
十
名
を
超

え

る
方

の
参
加

い

い
て

い
ま
す
。

瀬
先

生

の
熱
あ

こ
も

っ
た

語

り

日
と
豊

富
な

知
識

、

そ
し

て
ご
自

身

の
実

践
さ

い
る
お
話

に
、
受
講
生

の
方

は
真

剣

に
耳
を
傾

け

ら
れ
、
敬

服

し

て
帰

ら
れ

て

す
。

域

の
中

で
、
顔
見
知
り

の
中

で
、
改
め
て
こ
の
よ
う
な
学
び

の
機
会

に
身
を
お

き

つ
と
何

か
が
見

つ
か
る
は
ず

で
す
。

つ
ま

で
も
生

き

る
と

思

っ
て

７ヽ
び
、

明

日
、

死
ぬ

る
と
思

つ
て
き

ょ
う
を
生

・
・
と

い
う
格

言
を
生

か
す

計
座

で
す
。

れ
ザ

゛
フ

生

と

背
ヽ
ハ

Ｚ
れ
オ
堪
だ
れ
く

た
産

痢

付
ろ

者
だ
升
だ
の
れ
″
な

リ

赤 ち ゃん が空 を飛 ん

り、忍者になったり !!  冒「 ☆5             .
「ねぞうアート」を作る .ぉひざでだっこのおはなし会 ●には次の鉄貝」3ヵ 条を守

りましょう。         ●  ☆12日 (上 )。 26日 (上 )

. マーガレットさんの
1.安眠の邪魔をしない ! 唾二     ぉはなし会ねぞうアートの本 よI弊喜馨賃3ご竺運1 管※12日は211墜|もありま・

“∵:ザ■7‐
‐ 3.赤ちゃん鵡返り「打碑す!直

…^.ぅ^_ 等
ったら潔 くあさらめる

みては?   __

お問い合わせ 。お申込みは・・・

愛東図書 9宮  TEL0749-46-2266 1P0505-801-2266



「愛 束人間学計庄Jは 3回
シ リー ズです。既 に 6月 と

8月 に開催 しま した。

最 終 日は 10月 12日  (上 )

午前 10Π ケか らコ ミュニテ

ィセ ン ターで。テーマ は「現

代養 生]lJ受 計‖1500円 ,

どなたで も受講 で きます。

ど うぞお 中込み 下 さい .

先人の生き方を学んでいます

相

ノ
イ

ル

‘
0

オ
:'

そ

缶

／な

れ

仲

出

（ヽワ
′
リト何

＋
―
共
・　
珀
州
〔

´
メ

ー‥
予
′

十題

′

い

よ

η

）
　

ヽ

）
ｒ

よ

・

サ

‐晨‘ユ
ｒ

， 、あ
つ
か

ヽ

７

0● ●電♭1出 講座

『 うわ～。こうやつてセミはから
から出てくるんだ“・』

魚つか導体験 (3/3)

『ぬるぬるどじょう』をつ
かまえるのに一普労…。

■て触れてもつと自分の
体験をつもう ::

中ウス〒―ション曖彙 (3/25)
『里えた″ :がんばれ～』と子どもたちの

エールと

'を
彙せて ・̈

3分日の飛行を颯子 15人で観察しました.

柳

福
白
髪

　

百
わ
れ
た

こ
ろ
が

■
だ

っ
た

だ
ま
さ
れ
ぬ
　

親

の
顔

見
れ
ば

す

え

の
顔

携

＝
も
　
使

い
こ
な

せ
ず

ス

マ
ホ
持
ち

コ
ミ

セ

ン
流

※
竹

さ

ん
―
，
ぜ

ひ
投

稿

く

だ
さ

い
　

世

ｔ

の
に

、
掲

枚

ｒ

に

は

フ
レ
ゼ

ン
ト
を

お
一送
り

し
ミ
■

『
あ

い
と
う
菜
花

の
会

』

蝉
ｔ
ぐ

（
夢

の
十
ま
で
蝉
峙
両

考
久
　

牧́
仁

十
ｔ
え

の
匂

い
燎
ｔ
き
酒

の
嵐

せ
川
　
十
８

空
洛
み
に
燎
ｔ
き
午
後

の
イ
ン
ド
寿

臭
お
　
工
代

※

一
オ

に
体
り

を
＋

ｔ

み
ま

せ

ん

か
。
逹
勢
え

ａ
３
よ
ミ
上
ミ
Ｎ

（
粒

●
武
ネ
キ
ま
で
）
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日 0 月 愛東地区の主な行事予定

実 施 日 行 事 名 場  所｀
環 L~

1日 (火 ) ほか ほか パ ンエ 房 (火 B) あいとう福祉モール内こむぎ

4日 (金 ) リトミック教室④ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ン ター和室

5日 (土 ) ハ ン ドメイ ドの贈 り物① (ブ レス レッ ド作 成 ) 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター

6日 (日 ) スポーツフェスティバル (雨 天中止 ) お くの の運 動 公 園

9日 (水 ) 写真教室⑦ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター

11日 (金 ) リトミック教室⑤ 愛東 コ ミュニティセ ンター和室

12日 (土 ) 愛東人間学講座③ 愛東 コ ミュニティセ ンター

17日 (木 ) ほが らか学 級⑥ 愛東 コミュニティセンター研修室

18日 (金 ) リトミック教室⑥ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター 和室

19日 (土 ) いきいき子 ども塾バス研修 愛 知 県

20日 (日 ) 里地里道歩 き (南 コース ) 愛東南地区

24日 (木 ) 25年 度人権同和問題研修会 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター ホー ル

25日 (金 ) リトミック教室⑦ 愛 東 コ ミュテ ィセ ンター和 室

26日 (土 ) 大収穫祭 マーガ レッ トステー シ ョン

27日 (日 ) 第 26回 全 日本 4時間耐久三輪車 レース 愛東 コ ミュニテ ィセンター駐車場

27日 (日 ) 東近江市防災31練 お くのの運動公園 第 2会 場 北小学校

29日 (火 ) コミュニティセンターロビーコンサー ト (森 源太さん ) 愛 東 コ ミュニテ ィセ ンター ロ ビー

議 聴 ■

☆編 集 後 記☆

人は llつ て41■ れ た 才iと が あ ります 芸術 の

[界 や スホー ツそ して知IE l, 各界で活 Iイ世され

るイ「

“

人に ltこ の もつて ′
iま れ た人性 に、 分

の 多チノリを 中:ノ ユ成 功 を な して い る 人が 多 くい よ

す.と ころが、その 人|:に 気づかず に人生 を送

ろ 人 t,ま た多いの t,事 実 です

つい最近 、り退 を 表りlさ れ た宮崎崚 監 1・千のテ

レビの ドキ ュ メン タ リー 番組 を 見 ま したが、

枚 枚 の画 白iを 組 み 11て てい くために 「絵 コン

テ Jと い う作 業を してお られ るのが映 し| され

てい ました.場 山iを 想像 しなが 喧)鈴 11を 動か さ

れ る と、次 々に表情 のiiっ たЛJ「「iの  コマ が描

かれ てい き ます。 この 「絵 コンテJは 動 ‖1に 限

t)ず 、 美刊千や 映 ‖
「の t界 、そ して漫‖
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は、 1年 きの た界です

天性 は、ある 自i、 そ げ,人 に杓 か ら llえ られ た

よさ しく 「人1■ Jな υ)で J~ それ lt、 I Jt「 そ

の人性 に よつてネ:会 のた ♂)に 使 いな さい Jと い

うこ とか も1れ iせ ん.頭 が tヽ tヽ ことが 、あ る

血i「 天1■ Jに 1頂 る ところがあれ ば、お ごる こ

とな く、 分のたど)だ けでな く、そ のり〔月肖を r:

会のた めに役 ■て ろ こんな りえを|キ つ人
が111え ジしばなあ と

(館 長 )

りL人 のつぶゃ きで した。

♯ 糞 婆 潟 キ 嗚

あいとうD薇所だより

有酸素運動でダイエ ッ トしま しょう !

食欲 の秋 が近付 いて きま した。

夏やせ で少 しス リムにな った体 を リバ ウン ド

させ た くない季節 です .

イ「酸素運動 とは身体 に酸素 を多 く取 り込み、脂

lll」 を燃

"Lさ

せ なが ら行 う トレー ニ ン グの こ とで

|.

代 表的 な有酸素運動 と しては、ウォー キン グや

ジ ョギン グ、白1云 i、 エア ロバイ ク、水泳な どが

あ りま り.

心拍 数を 100～ 130千 くらいにな るよ うにイ「唆

紫逝Ilを ′Jう ことに よつて、効率 よく脂月ブJを 燃 tt

させ る ことがで きます

心イ 数 (1分 用の ll J白 数)は 、秒針のあ ろ い計

を使 って 「15秒 間の脈拍 数 ×4Jと 計算す る と

簡 111に ll定 で きます .

ユお滲書轟

ご質 川のある方は、
メつLIく ださい.

☆あいとう診療所

あ い と う診 Fl lJ千 までお 問い 合

B0749-46-8030
1P0505-801-8030


